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poral extradural approachにて cavernoussinusの外側
成分を摘出し，術後三叉神経麻簿以外特に脳神経症状
は残存しなかった．
【症例 3]60歳，女性.It. cavernous sinus外側の
epidermoid tumorにより外転神経麻簿を認めていた．
【症例4]30歳，女性.It. maxillary sinus原発の


































から虫部に渡り広範に Tl強調画像にて lowsignal in-

















































































































63%, ATill抗原量 17.8mg/diと軽度の ATil異常症
と診断された．経過は良好で，退院時CTでは出血は












































































































































































































































































































































































































































































































【結論】 1.FGF-2 を alternativesplicing により
negative regulationする転写因子RFTをクローニング
した.2. isoform A’と Bの存在が，脳腫蕩悪性化に
関与している可能性が示唆された．



























































































































































































An arachnoid membrane is our best ally. 
Preserving perforators is crucial for preserving function. 
Seek total resection at the first operation; the best time is 













































15例，非出血15例， Spetzler分類 1: 1例， 2: 7例，
3 : 12例， 4:9例， 5: 1例）．寒栓術は局麻ないし全
麻にて行い， microcatheterをnidus直近まで到達させ，































【方法】リニアックは MevatronMD2/40 （照射は 10
MV使用），治療台は東芝製 MLT・lOAB，頭部固定器
具は BrainLAB社製ヘッド・フレーム（Couchmount 
system），線量計算には BrainSCAN v3.00 (Brain LAB 
社製）を用いた．照射部位の決定は脳血管撮影を用い
たが，三次元把握のため MRIと画像合成をおこな












































































あり C3-4の REZより，また C7-Tlレベル中心に















1 ) Non-woven sheet (Clip Pad；川本産業） ．接着剤
を塗布した不織布で，手術操作による不織布の移動は
なく，初心者でもクリ ップ操作が容易である〔Acta
Neurochir (Wien) 139: 979-980, 1997〕．













術野洗浄用にも使用可能。 Neurosurg62: 933-934, 
1985). 






5 )Drainage bag (Jelly Bag: Jl本産業） : superab-
sorbent polymerを含有するλッグで，流入した血性
液はゼリー状になるため，反転しても液の逆流はな
く，移動に際しても安全（SurgNeurol 51: 46←465, 
1999). 
